
令和 7年度第 2回理事会議事録  

  

1. 日 時：令和 7年 6月 14日（土）13：00-13：30 

2. 場 所：八戸市番町 14 番地 

八戸グランドホテル 1 階プルミエ 

3. 出席者：奥沢悦子、吉田泰憲、木村正彦、須藤安史、逆井久美子、久保沢勇亮、佐藤舞、 

高松みどり、小山内誠、齋川牧子、齋藤賢、鳥谷部慎子、中島有里、 

佐々木義明、野中健一、石鳥純子、千葉満、齋藤浩治、中村忠善 

4. 欠席者：金子なつき 

 

定款第 5章第 32条及び諸規定により、議長に奥沢会長があたり、書記に高松理事が指名さ

れ、審議が行われた 

 

【報告事項】 

1. 学術部経過報告 

吉田学術部長より 7月 12日青森市にて医師・検査技師卒後教育研修会開催予定。 

  その他県の研修会等は次回の理事会で報告するとの報告があった。 

   

2. 公益部経過報告 

木村公益部長より令和 7 年度の高校生心電図は現在欠席者対応を行っている。今年度

の検診終了後に県医師会と意見交換会を開催する予定。野球肘検診はむつ市で 7 月 5日

（土）に開催予定との報告があった。 

 

3. 渉外部経過報告 

須藤渉外部長より以下の項目に関して報告、提案があった。 

①検査と健康展 

 今年度は 11 月頃弘前方面で開催したい。弘前大学の千葉先生、上野先生と協議しな

がら進めていきたい。 

②災害対策マニュアル 

   サイボウズにアップした案を確定としてもよいか理事会で承認をいただきたい。出

席者全員が異議なく了承し、初版とすることとなった。 

  ③災害訓練 

   奥沢会長より大規模災害訓練が青森県で実施される。関連団体として青森県臨床検

査技師会も入っていますので皆さん協力をお願いしますとの報告があった。 

     

4. 事務局経過報告 



  逆井事務局長より以下の報告があった。 

  ①会員数報告 

   会員数 633 名、入会 12名、再入会 0 名、転入 1名、転出 2 名、退会 1名 

   名誉会員 7 名、永年会員 49名 

  ②JIMTEF 災害医療研修 

   9 月 16 日までの推薦になるため 1 名候補者を選出してほしい。 

  ③総会 

   本日 17 時より総会になります。皆さん協力よろしくお願いします。 

   

5. 奥沢会長より報告 

  ①日臨技定時総会 

   議決権行使がまだ 4 割程度。リマインドメールは随時送信するが、まだの方は早めに

行使してください。 

 

  ②タスク・シフト/シェア 

   県単位の開催から地域を広げての開催とする予定。オンライン未受講者の受講をど

のように促していくのかが課題。 

   

  ③75JAMT 

   今月末から来月で幕張と ZOOM にて打ち合わせ予定。 

   10 月の JAMT マガジンに 75JAMTに関して投稿予定。期限が 7月末となっている。 

 

  ④医学検査・JAMT マガジン 

   日臨技より現在郵送されているが、11月号より完全電子化となる。 

 

⑤青森県臨床検査技師会長、日臨技理事 行動報告 

2025 年 

5 月 31日（土）青臨技総合管理部門研修会(座長) 

6 月 3 日（火） 第 4回日臨技災害ＷＧ会議（web） 

6 月 11日(水) 北日本支部：臨時支部幹事会(zoom) 

 

【その他】 

1. 県学会  

野中理事より、現在準備作業を進めている。皆さんの協力よろしくお願いしますと報告

があった。 

 



    

上記の事項について理事に了承を求めたところ、出席者全員が異議なく了承された。 

 

 

議長は以上をもって審議を終了したことを告げた。 

 


